
FinTechとRPAを駆使した
経理業務オートメーションによる次世代経理業務の実現

株式会社Cloud Payment
営業推進本部⻑ ⻘⽊誠
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会社名 ： 株式会社Cloud Payment
設⽴年⽉ ： 2000年10⽉(平成12年10⽉)
所在地 ： 東京都渋⾕区神宮前
資本⾦ ： 121,000,000円
代表取締役 : 清久 健也
事業内容 ： インターネット決済代⾏事業

継続請求管理クラウドサービス事業

主要株主
清久 健也
株式会社ベクトル
株式会社オークファン
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Fintechサービスである「経理のミカタ」のサービスプロバイダーとして、
決済代⾏の基盤を活かしたFintechサービス⽀援事業者として、
双⽅の⽴場から⽇本国内のイノベーションの推進に貢献して参ります。

FinTech協会法⼈会員に加⼊
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Cloud Paymentは、⻑年培ってきたオンライン決済の知⾒を活かし、
お⾦周りの業務⾃動化・効率化事業を展開するFinancial Robot 
Companyとして、お⾦をつなぐ未来を創造したいと考えております。

Financial 
Robot 
Company
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FINTECH RPAAI

Financial Robotを⽀える3つのテクノロジー
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事業紹介：インターネット決済代⾏サービス事業
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事業紹介：FinTech＋RPAサービス 経理のミカタ
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経理のミカタ 機能抜粋① ダッシュボード

ログイン後の画⾯です。管理者の⽅は、期間別・今⽉の売上と請求⾦額をひと⽬で確認することが出来ます。
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経理のミカタ 機能抜粋② タスク管理機能
担当の⽅は、「タスク」を⾒ることで、請求書送付忘れや消し込み忘れなど

現在のタスクを抜けもれなく管理できます。
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経理のミカタ 機能抜粋③ 未収の確認

未収⾦額は、「未収」の「未収⼀覧」より確認していただけます。
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経理のミカタ 機能抜粋④ ⾃動集⾦ ⾃動消込

他社決済

⼝座振
替

クレジットカード バーチャル⼝座

銀⾏振込 他社⼝座振替

クラウドペイメント決済

⼊⾦データを
⾃動でインポート

⼊⾦データを
CSVを使い

⼿動でインポート

⾃動消し込み

管理画⾯より
⼿動で消し込み

クラウドペイメント決済なら、こちらの⼯程が
全て⾃動で処理されるので⼀切⼿間がかかりません。

クラウドペイメント決済を利⽤すれば⾃動で集⾦・消込が可能！
他社決済をご利⽤の場合でも、ワンオペレーションにて消込が可能。

コンビニ払い
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経理のミカタ 機能抜粋⑤ バーチャル⼝座

バーチャル⼝座は顧客毎に個別の⼝座が⽤意されますので、
⼝座と請求書の突合せと消込を⾃動で⾏うことが可能です。

BANK

振込者⼝座名義振込⾦額
をもとに⼿動で消込

通常の⼝座

バーチャル⼝座 顧客

⾃動消込 ⼊⾦

バーチャル⼝座 顧客

⾃動消込 ⼊⾦

バーチャル⼝座 顧客

⾃動消込 ⼊⾦

バーチャル⼝座

通常の⼝座の場合、管理画⾯にて⼿動での突合せと
消込となります。事前登録された名義と振込時の名義が

異なるケースがあり、消込の⼿間がかかります。

通常の⼝座

顧客

顧客

顧客

⼊⾦

請求書

請求書

請求書

請求書

請求書

請求書

⼿動消込

バーチャル⼝座の利⽤により、完全⾃動の消込が可能！
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お⾦に関する業務が変わる経理3.0時代

98%
今後20年以内に経理・会計業務が⾃動化される可能性*

*http://www.bbc.com/news/technology-34066941
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中⼩企業の
経理の仕事とは?
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中⼩企業の経理の仕事とは？

経理の主な仕事は会計業務です。経理と呼ばれる仕事だけで沢⼭の仕事があります。
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7

これらのお⾦の流れを正確に扱うのは難しい

中⼩企業の経理の仕事とは？
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経理1.0と経理2.0時代

1990年代以降、会計ソフトを使いこなす能⼒が求められる経理2.0時代が到来。
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経理1.0と経理2.0時代

総務・⼈事労務・購買・販売管理を経理担当1⼈で兼務するケースもあります。

購買

会計 販売管理

総務 ⼈事労務
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・経理とは年間通じて、複雑な企業のお⾦の流れを把握する役割
・会計ソフトの普及によって時間的余裕がうまれた
・しかし、特に中⼩企業では、様々な分野の仕事を少⼈数で担当することになり、

結局忙殺されている

まとめ

経理1.0と経理2.0時代

20



FinTech＋RPA
で到来した経理3.0時代
新しい業務⾃動化の取り組み、
RPA(ロボティック・プロセス・オートメーション)
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RPA進化と普及の背景

FinTech＋RPAで到来した経理3.0時代
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RPA (ロボティック・プロセス・オートメーション)とは

⼈間の知的労働を代⾏するRPA(Robotic Process Automation)

RPA(ロボティック・プロセス・オートメーション)従来のロボット

主にバックオフィスの現場で活⽤されるソフトウェアツー
ル
仮想労働者(Digital Labor)

プログラムが、これまで⼈間が⾏っていたコンピュータ上
の定型・反復作業(⼀部の⾮定型作業)を代⾏

部⾨・職能上の枠を超え、複数のアプリケーションにまた
がり⾃律的に作動

⼯業製品の⽣産現場に代表される、産業⽤機械装置

物理的機械装置が、⽣産ラインや⼯場での単純な繰り返し
や危険の伴う⾁体作業を代⾏

⼈間またはAIが事前に設定したプログラムに対応し、他律
的に作動
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RPAさらなる発展の道筋

RPA (ロボティック・プロセス・オートメーション)とは
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導⼊の効果は定型作業のおよそ65%〜75%の削減に成功

ミスがなくなり作業品質が向上

⼈的リソースを再配分
（オペレーションのモニタリングや分析、さらなるRPAの適⽤範囲の識別、導⼊検討など）

RPA (ロボティック・プロセス・オートメーション)とは
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RPAの進化と普及のインパクト

36%

クラウドコンピューティング ロボティック・プロセス・オートメーション

13%

2015年2⽉、デロイト社が⾃社クライアントに対して⾏ったインタビュー調査
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RPAの進化と普及のインパクト

RPAのメリット

⼈
件
費

⾼い

低い

100％
正社員

35%
アウトソーシング

10%
ロボット
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・RPAがもたらすインパクトとして、
アウトソーシング産業は多⼤な影響を受けることが予想。

・インドなど途上国では賃⾦上昇など複数の要素が絡み合い、
取引⾦額、流通量ともに⼤幅な低下を余儀なくされています。

・しかし、RPA事業者にとってみれば、⽬の前に⼤きなビジネス
チャンスが広がっていることになります。

RPAの進化と普及のインパクト
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RPAの進化と普及のインパクト

BPO RPA
メリット

・オペレーション習熟
・サービス改善

・販路確保

メリット
・サービスの⾼度化
・コスト構造変⾰

・シェア拡⼤

ビジネス・プロセス・アウトソーシング
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RPAとはバックオフィス分野における新しい業務⾃動化の取り組みのことを指し、AIや情報処理技術
の発展を背景に進化を遂げ、この数年のうちに、⾃律的に学習し⾼度なオペレーションを代替するレ
ベルにまで到達することが予想されています。また、圧倒的なコストメリットを背景に、既に欧⽶の
先進的企業ではRPAが適⽤され始めており、リソースの再分配が進んでいます。

RPAの進化と普及のインパクト

まとめ
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これからの経理と企業の在り⽅について

Fintech＋RPA＋AIさらなる発展の道筋

引⽤元「One-third of jobs in the UK at risk from automation」(当社により和訳しています)
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これからの経理と企業の在り⽅について

進む経理の情報システム化

32



・今後はさらに、業務オートメーション化を推進する⽴場となっていく。

・ベンチャー企業をはじめ、先進的な企業では既にCFO(最⾼財務管理責任者)が
CIO(最⾼情報責任者)を兼務する例が⾒られ始めています。

これからの経理と企業の在り⽅について

33



・FinTech＋RPAの早期の導⼊によって、⼈⼯知能に多くの経験を学習させる
→他者に先駆けたより⾼度な業務オートメーション化
→企業内部のコスト構造は⼤きく変化。コストメリットから攻めの⼈的リソースへシフト

これからの経理と企業の在り⽅について

管理会計の導⼊により企業の意思決定へ参画

節税対策のプランを組み⽴て

税務リスクの判断を⾏う

キャッシュ・フローの最適化

BIツールの導⼊による経営の⾒える化 34



ご清聴ありがとうございました。
https://www.cloudpayment.co.jp/company/
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